
令和元年度行政評価 事務事業評価シート（平成30年度実績）

事務事業コード 010401010 予算コード 01083110 従事人員(人) 投入コスト(千円) 評価 評価点
事務事業名 海外派遣（青少年海外研修）事業 正規職員数 国庫支出金 有効性
担当課 学校教育課 嘱託職員数 府支出金

市単独事業 臨時職員数 市債 効率性
歳出(千円) その他
人件費総額 一般財源 妥当性

減価償却費
受益者負担

事務事業類型 運営事業 フルコスト(千円) 緊急性
実施手法 一部委託 市民1人当りコスト(円)
対象 活動指標 H30実績 公的関与
特定の市民 対象数

実施主体・委託化
事業の内容

他の事務事業との関連

成果指標 H30実績 透明性

財政健全化計画

財政健全化の取組

コスト指標 H30実績 改革改善プラン達成度
事業の目的 派遣者1人当りの経費

86

青少年海外研修事業

青少年海外研修事業派遣者数（青少年＋職員＋【H26～】教育委員）＋【H29～】特別職

応募者数（青少年）

4,658
3,9973,996

4,659

8,655

0.03

0.45
0

根拠法令等

事業費

10
市内在住の青少年派遣者

平成２年度から本市の国際化を担う人材を育成するため市内青少年
を海外へ派遣するプログラムを企画・実施している。募集締切後、
別に設置する選考委員会において研修生を選考し、事前研修を行っ
た後、職員が随行しオーストラリアへ派遣する。現地では語学研修
やホームステイ・交流活動を行っている。

青少年が外国の言語や文化を学び、現地での生活体験、人々との交
流を通じて国際的視野に立ち、本市の国際化の一翼を担う人材を育
成する。
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事務事業実施内容

研修生派遣期間中に、教育委員による現地視察を行い。対象者の設定、
派遣先及び研修内容について妥当であるとの評価を得ている。

一次評価

本市の国際化を担う人材を育成するため、市内青少年を職員が随行し
オーストラリアへ派遣し友好を深めた。

該当なし
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